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洋
上
風
力
発
電
の
導
入
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
）
に
お

け
る
促
進
地
域
の
選
定
を
め
ぐ
り
、
経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ
ど
国
内
四
カ
所 

（
①
秋
田
県
能
代
市
と
三
種
町
、
男
鹿
市
の
沖
合 

②
同
県
由
利
本
荘
市
沖 

③
千
葉
県
銚
子
市
沖 

④
長
崎
県
五
島
市
沖
）
を
有
望
区
域
に
選
定
し
た
。
洋
上
風
力
の
事
業
化
に
向

け
て
、
関
係
企
業
の
動
き
が
加
速
す
る
中
、
自
然
環
境
や
生
態
系
へ
の
影
響
、
国
民
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
再
エ
ネ
賦
課
金
増

額
の
懸
念
な
ど
、
問
題
点
は
山
積
し
て
い
る
。 

 

以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

秋
田
県
能
代
市
か
ら
男
鹿
市
に
か
け
て
の
沖
合
で
の
洋
上
風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
が
令
和
元
年
十
一

月
、
十
二
月
に
開
か
れ
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
に
よ
る
各
種
調
査
結
果
が
住
民
に
伝
え
ら
れ
た
が
、

漁
業
や
海
洋
環
境
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
住
民
の
声
が
相
次
い
だ
。 

 
 

「
騒
音
や
景
観
な
ど
へ
の
影
響
は
お
お
む
ね
小
さ
い
」
と
す
る
予
測
を
示
し
な
が
ら
も
、
魚
な
ど
動
物
へ
の
影
響
は
不
確

実
性
を
伴
う
た
め
、
稼
働
後
に
事
後
調
査
す
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
事
前
に
行
う
調
査
と
事
後
に
行
う
も
の
で
区
別
し
て

い
る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
「
事
後
調
査
で
影
響
が
あ
っ
て
も
造
っ
て
し
ま
え
ば
壊
せ
な
い
。
も
っ
と
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
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い
」
と
い
っ
た
住
民
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
事
後
で
な
く
、
事
前
調
査
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
併
せ
て
政
府
の
見
解
を

伺
う
。 

二 

令
和
元
年
八
月
十
五
日
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
に
お
い
て
、
「
洋
上
風
力
発
電
所
の
新
設
等
の
事
業
を
行
う
事
業

者
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
定
め
る
手
続
の
中
で
、
水
中
騒
音
も
含
め
、
当
該
発
電
所
の

工
事
及
び
稼
働
が
周
辺
海
域
に
生
息
す
る
動
物
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
一
の
よ
う

な
あ
り
方
が
、
評
価
と
し
て
適
切
で
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

三 

稼
動
予
定
の
海
域
の
一
帯
は
、
秋
田
県
の
県
魚
ハ
タ
ハ
タ
の
漁
獲
地
域
で
あ
り
、
同
魚
の
産
卵
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
企
業
は
、
「
本
事
業
が
海
流
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
え

て
い
る
が
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
産
卵
場
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
は
回
答
か
ら
は
計
り
知
れ
な
い
。
環

境
影
響
評
価
法
で
評
価
し
得
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
と
し
て
検
証
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を

伺
う
。 

四 

令
和
元
年
八
月
十
五
日
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
に
お
い
て
、
「
欧
州
に
お
い
て
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
十
円
程

度
で
事
業
を
実
施
で
き
て
い
る
事
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
我
が
国
の
洋
上
風
力
発
電
の
発
電
コ
ス
ト
は
高
い
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水
準
で
あ
り
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
く
公
募
に
よ
る
事
業
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
第
十
三

条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
供
給
価
格
を
最
も
重
要
な
要
素
と
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
発
電
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
上
記
供
給
価
格
に
照
ら
し
た
、
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
今
後
の

見
通
し
と
、
責
任
あ
る
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

五 

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
き
、
洋
上
風
力
発
電
施
設
を
優
先
整
備
す
る
「
促
進
区
域
」
の
指
定
法
定
協
議
会
が
全
国
で

初
め
て
、
令
和
元
年
十
月
八
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
関
係
首
長
か
ら
は
「
具
体
的
に
何
を
い
つ
ま
で
協
議
、

情
報
共
有
す
る
の
か
事
前
に
説
明
が
な
く
戸
惑
っ
た
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。 

 
 

出
席
予
定
の
関
係
者
に
、
事
前
に
具
体
的
な
協
議
内
容
が
一
切
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
協
議
会
が
開
会
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
利
害
関
係
者
の
ほ
か
、
住
民
の
代
表
で
あ
る
関
係
首
長
へ
の
情
報
共
有
、
事
業
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
に

協
議
が
形
式
的
に
進
み
、
促
進
区
域
が
指
定
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
と
今
後
の
真
摯
な
対
応
を
求
め
る
。 

 

右
質
問
す
る
。 


